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　　　　　　　　　　1.は　じ　め　に
　調整速度の問題一経済体系が一つの古い均衡から，パラメーター等の
変化によって他の新しい均衡にまで移行するのに｡要する時間に関する問題
一一は重要であるということについては，ここであらためて多言を要しな
いと思われる。
　われわれは以前に〔1〕で，もっぱら財市場のみを取り上げて･ケインズ・モ
デルにおいて種々のパラメーターの調整速度におよぼす影響を検討したが，
本稿では財市場および貨幣市場という二つの市場の存在を前提として調整
速度の問題を追求する。
　ここで本稿と直接的に関連する文献について述べることにしよう。
Silber[lOlは認曲線が正の勾配をもつ場合，貨幣需要の利子率に対する
反応度が小さければ小さいほど，それだけＧＮＰに｡関する貨幣供給の変化
の乗数効果はより小さくなるということを示した。　またBurrows〔3〕は
Silber[10]の分析結果を財政政策の有効性を評価する場合に拡張した。すな
わちBurrows〔3〕は召曲線が正の傾きを有する場合，貨幣需要の利子率
に対する反応度が小さければ小さいほど，それだけ財政乗数の値は小さく
なることを明らかにしたのである。
　ところで，以上のSilber [10]およびBurrows〔3〕の分析の有効性は，正
の勾配をもつ7S曲線のもとでの体系の安定条件が満足されることが前提
条件となる。つまり，比較静学分析一乗数分析-が有効であるために
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は，サミュエルソンのいわゆる対応の原理1)が満たされなければならない，
すなわちその体系の安定条件の成立が保証されることが必要であるといえ
る。
　対応の原理が成り立つ場合では，貨幣需要の利子率に対する反応度につ
いてSilber [10}およびBurrows〔3〕が問題としたのとはまた別の問題が生ず
る，それは貨幣需要量および供給量の利子率に対する反応度と調整速度の
問題である。二市場一財市場および貨幣市場-の存在を前提として，
貨幣需要量の利子率に対する反応度の調整速度におよぼす影響を考察した
のはTavlas [131であり，彼は貨幣需要量の利子率に対する反応度が小さけ
れば小さいほど調整速度は早くなるという結論を導いた。
　Tavlasの論文は二市場を前提としたマクロ・モデルで，本格的に調整
速度を論じたほとんど唯一のものといってよいと思おれるが，しかし外生
的貨幣供給を前提としたモデルを採用し，また富効果をも考慮していない。
これに対して本稿では富効果を考慮し内性的貨幣供給を想定したモデルで，
二市場-一一財市場および貨幣市場--一下の調整速度の問題を分析する。
　　　　　　　　　　　　2.モ　　デ　　ル
　ここでの経済体系は次の二式からなる。
　　(2. 1)式は財市場の均衡条件を表わし，また（2. 2）式は貨幣市場の
均衡条件を示す。
　ここでｙ＝国民所得，Ｃ＝消費，ｐ＝可処所得：匹Ｔ（政府租税）Ｊ＝
利子率，附＝富，7＝投資，Ｇ＝政府支出，£＝貨幣需要量，訂＝ハイパヮ
ード・マネーのストック量である。またＧとＨは|独立の政府政策変数であ
るとする。
　消費関数，投資関数，貨幣需要関数，貨幣供給関数等の諸関数について
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の偏微係数の符号に関しては次のように考えられる。
　ここでＣ， I， Ｌ，　Ｍ等の記号に下つきのついているものは偏微係数を
表わす。
　富の定義式は次式で与えられる。
ここで召＝証券，瓦＝資本ストックである。
　　　　　　　　　3.産出量の調整と調整速度
　時間を通じての国民所得の変化率は，財市場における超過需要の関数で
あるとする。また利子率の変化率は貨幣市場の超過需要に依存し，そして
貨幣市場においては瞬時的な調整がなされると仮定すると，次の二式が成
立する。
　　(3. 1), (3. 2)を均衡国民所得：？および均衡利子率り反)近傍でテ
イラー展開すると
を得る。
　(3. 4)を利用すると, (3. 3)の（Ｒ一双）を消去することができる故。
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このことから次の微分方程式が導かれる。
この微分方程式の解は
で与えられる。ただしｙoはｙの初期値である。
とすると，ｓはｙのｙoからｙへの調整ｶり時点においてどれだけ行われ
ているかについての割合を示す。
　かくてｙが100 ｓ パーセント調整するのに要する時間は(3. 6), (3. 7)
から
で与えられることになる。
　調整時間はｓが与えられるとlglの逆数に比例することがわかる。すな
わち圈の値が大であればあるほど，調整速度は早くなる。
　次に｡4の値であるが，それは以下のようにして求めることができる。
　(3. 5)の両辺から（3. 3）の両辺を減じ, (3. 4)と連立させると
という連立方程式を得る。
　任意のｙとＲについて(3. 9)が成立するならば. (3. 9)の係数行列の
行列式はゼロでなければならない。
　すなわち
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である。
　　（3.10）を展開すると
となる。
とし，また∠lｔjをｊのｆ行，ｊ列の要素であるとすると, (3.11)と（3パL2）
より
を得る故
が求められる。
　安定条件, (2. 3),経済的意味等を考慮すると
となる。
　次に£ａと調整速度との関係をみることにしよう。
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であるから，貨幣需要の利子率に対する反応度が大となればなるほど，そ
れだけ調整速度は早くなる。
　Tavlas Cl3]では，われわれと同じ記号で記すと
とされているが，これはわれわれの場合の特殊ケースであるから，（3.20）
から求められるはずである。すなわちTavlas [13]においてはCr ―Cw ―£ｙ
＝訂jl＝訂ｙ＝Oであるから，（3.30）にこのことを考慮すると
が得られるから, Tavlas [131の式つまり（3.21）は符号に関して過ちをお
かしていると考えられる。いずれにしてもTavlas [131のケースではね迦06）
であり得るから，石の符号がどうであるかによって∂191/∂£ａの符号が
異なり，したがって結論が違ってくる。しかしより一般的なわれわれのケ
ースでは，石の符号が正であるか負であるかからだけでは結論は左右され
なくて，確定的な結果を得ることができた。
　最後にわれわれは内生的貨幣供給関数を採用しているので，貨幣供給量
の利子率に対する反応度の調整速度におよぼす影響をみることにする。
が導かれる。これはわれわれの新しい結果である。
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　　　　　　　　　　　　4.む　　す　　び
われわれが本稿で得た次の新しい結果を示してむすびとする。
（1）貨幣需要量の利子率に対する反応度の調整速度におよぼす影響とし
　ては，ねの符号の正，負に直接的に関係なく，貨幣需要の利子率に対
　する反応度が大となればなるほど，それだけ調整速度は早くなる。
（2）貨幣供給量の利子率に対する反応度と調整速度の関係については，
　£ｙが１より小なる場合は貨幣供給量の利子率に対する反応変が大と
　なればなるほどそれだけ調整速度は早くなり，£ｒが１より大なると
　きは貨幣供給量の利子率に対する反応度が大となればなるほど，それ
　だけ調整速度は遅くなる。
1) Samuelson [10],p. 5, p. 258, p. 263, p. 284, p. 350, pp. 479～480, p. 482等を
　　参照されたい。
2）通常の場合はＧ＜Oと考えられるが，Ｇ＞oの根拠についてはWeber [i$
　　は「利子率が上昇すると，消費者は今日，より少なく貯蓄をしても将来にお
　　いて同一の消費水準を維持できる機会をもつことになる。従って消費者は利
　　子率が上昇するとそれに応じて現在の消費をふやすのである。」（p.600）と述
　　べている。
3）普通，大体の場合ねくOであると了解されているが, Ir>0に関しては
　　Yarrow [17]は利潤最大化企業に対して成長最大化企業を念頭において「企業
　　の成長率そしてそれゆえに投資水準は利子率の増加関数でありうる。」（ｐ.
　　582)と陳述している。
4) Chang and Smyth 〔4〕はＭｙくOを一方Goacher〔5〕は訂ｙ＞Oを採用して
　　いる。
5）八な＞OについてはChang and Smyth 〔4〕p.376,およびSteindl［:i2] p. 166
　　を参照されたい。
6］3）を参照されたい。
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